
2014年 3月 24日 

 

平成 26 年度 第 1 回日本生理学会編集・広報委員会議事録 

 

日時：2014年 3月 15日  於 鹿児島市 サンプラザ天文館内 会議室 

出席者：多久和典子（委員長）、宇賀貴紀、奥村 哲、久野みゆき、小林 誠、相馬義郎、

田代倫子、平野勝也、村山 尚、毛利 聡、柳（石原）圭子、山下俊一、渡辺 賢  

（出席者は１３名、敬称略） 

欠席者：上田陽一、 榎木亮介、奥谷文乃、尾野恭一、柏柳 誠、小泉 周、佐藤元彦 

 

議 題 

１．日本生理学雑誌にかける経費を節約する方法の検討 

日生誌の経費節減のための種々の方策について検討を行った。 

 

① 全面 Web 化について： 現状では、メールアドレスを登録していない会員（インタ

ーネットへのアクセスも消極的であると推察される）がかなりあることから、印刷体

としての日本生理学雑誌は広報において一定の役割を担っている。しかしながら、日

本生理学会の学術国際交流活動を充実させるために、予算の有効活用がますます重要

な課題となっており、日生誌の全面 Web 化による経費節減が望ましい。その時期に

ついては、来年度以降も引き続き検討していくこととなった。 

② Symposia 休止について： 平成 27 年度より休止することが平成 25 年 11 月の理事

会で了承されたことが報告された。 

③ 地方会抄録の Web 版限定掲載について： 76 巻 4 号以降に掲載する地方会抄録は

Web掲載のみとすることが委員会で可決された。理事会で承認を受けたのち、社員総

会に諮り、周知することとなった。 

④ 送料（年間約 120 万円）を節約する方法として、年間発行号数を現在の 6 号から 4

号へ縮小できるか検討した結果、平成 26 年度は Symposia が継続するため、現状の

まま 6号発行とすることになった。 

⑤ 製本にかける経費を節約する方法として、中綴じにした場合の見積もりをとったとこ

ろ、各号、16頁（表紙を含む）の場合に限り、年間 60万円程度の経費節減（416万

円から 356万円）になることが報告された。節約方法としてあまり効果的ではないた

め、今回は見送ることとなった。 

 

 

2. 利益相反の記載文について 

平成 25年度から、学術に関する原稿や地方会抄録は利益相反の開示が義務化されている。

利益相反に関する記載文はこれまで著者に任せていたが、日生誌の場合、誌面の節約も重

要であることから、利益相反委員会において検討をお願いし、以下のように記載すること

が提案されたとの報告があった。 

 

利益相反がある場合：「利益相反 申告済み」あるいは「COI disclosed」 

利益相反がない場合：「利益相反 なし」あるいは「No potential COI to disclose」 

 



3. 医学中央雑誌刊行会からの著者抄録利用許諾の依頼について 

医学中央雑誌刊行会から、日本生理学雑誌の著者抄録を医学中央雑誌ウェブ検索データ

ベースに収載したい旨、依頼があったことが報告された。理事会・社員総会に諮られる事

になった。 

 

4. 別刷り希望の対応について 

著者から別刷りの希望に対しては、ウェブページからファイルをダウンロードして各自

で印刷していただくか、あるいは杏林舎に直接問い合わせていただく事になった。 

 

5. 日本生理学会ホームペ－ジの進捗状況について 

山下委員から日本生理学会ホームペ－ジについて以下の報告があった。 

 

① トップビジュアル：第 91回大会の各 Group Dinner単位からアイディア・画像を募集

する。編集広報委員会にて検討後、ウェブデザイナーへ提案予定。（大会長の了承のも

と、各 GD世話人の先生宛、メールにて委員長から依頼を行っている）。 

② 「生理学教育・エデュケーター関連」のボタンを設け、コンテンツは教育委員会で検

討する。 

③ 一般向けの「生理学を知る」のコンテンツについては、将来計画委員会で担当する。 

 

以下の意見が出され、今後の検討課題となった。 

・ 今後、ウェブページは PC だけでなく画面の小さいさまざまな端末からアクセスされ

るので、トップページが煩雑にならないようにデザインを工夫する必要がある。 

・ トップページのメニューバーのボタンの数がデザインの基本となるので、最初に決め

る必要がある。 

・ 限られたボタンから簡単に下層の項目リストがプルダウンできると良い。 

・ パスワード管理については「個人ページ」に限定する。「個人ページ」のボタンの位置

は利便性を考えて工夫が必要である。 

・ 新着情報の順位付け、掲載期間について検討する。 

 

6. 新年度からの委員会内業務分担について 

平成 26年度から委員会内業務分担に以下の変更を加えることが了承された。引き続きメ

ール会議で新体制を決定する予定となった。 

 

表紙：（旧）渡辺、村山、毛利 → （新）村山、毛利、柳（石原） 

Afternoon Tea：（旧）渡辺、田代 → （新）田代 

 

以 上 

 

 

 

 


